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米国ジョージア大学と福岡女子大学の学生による
「食文化 」交流！

5月31日（金）午後に、米国ジョージア大学の学生20名が福岡女子大学国際
フードスタディセンターを訪問し、本学学生20名と「お茶」をテーマにした交流を
行います。

◆ 日時： 2024年5月31日（金）13：00～16：00

◆ 場所： 福岡女子大学 セミナー2

< 本件に関するお問い合わせ >
公立大学法人福岡女子大学 国際フードスタディセンター （担当：大内）

TEL：092-692-3211 WEB：http://www.fwu.ac.jp/ MAIL：fsc-info@fwu.ac.jp

＜大学概要＞
本学は、福岡県立女子専門学校として大正12年(1923年)に開校しました。これは女子の高等教育を使命とした、全国で初の公立女子専門

学校です。創立以来100年の歴史と伝統をもち、その間に送り出した14,000名を超える卒業生は各方面で活躍し、広く社会に貢献していま
す。
平成23年(2011年)には「国際文理学部」に改組し、国境を越えた幅広い分野で活躍できる「次代の女性リーダー育成」に力を注いでいま

す。その取組の一つとして、初年次の1年間「国際学友寮なでしこ」で、留学生とともに生活を送る全寮制教育を実施しています。

国際交流を積極的に推進する福岡女子大学では、数多くの体験的学習プログラムを提供して

おり、中でも 国際フードスタディセンターでは、食に関する学習プログラムとして、韓国の梨花女

子大学校やタイのマヒドン大学といったアジアの仲間と共に学ぶ「EATプログラム」、米国カリフォ

ルニア大学デイビス校を訪問してアメリカの食と環境について学ぶ「Davisプログラム」を実施して

います。

今回は、梨花女子大学校出身で 現在はジョージア大学で教鞭をとるPark准教授の発案により、

ジョージア大学の学生が韓国と日本を訪問し アジアの食文化を学ぶ中で、国際フードスタディ

センターが設置されており、食文化を含め幅広くワンストップで学べる本学で交流を実施すること

になりました。

ジョージア大学の学生は、前日の5月30日（木）に福岡県八女市の茶農家や酒蔵等も訪問予定

で、本学では、新開章司教授・脇坂港教授による「日本の食文化」に関する講義や裏千家茶道

部の協力のもと、希望者には抹茶を飲む機会を提供します（予定）。また、今年度「EATプログラ

ム」及び「Davisプログラム」に参加予定の日本人学生ら約20名も参加し、英語による交流を実施

する予定です。
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